
平成３０年２月１日 

まちづくり委員会資料 

所管事務報告 

柿生駅周辺地区まちづくりビジョン（案）の策定について 

資 料 １ 柿生駅周辺地区まちづくりビジョン（案）の概要 

資 料 ２ 「柿生駅周辺地区まちづくりビジョン（案）」に係る意見の募集について 

参考資料 柿生駅周辺地区まちづくりビジョン（案）

まちづくり局 







「柿生駅周辺地区まちづくりビジョン（案）」について意見を募集します 

１ 意見募集期間 

平成３０年2月２日（金）から平成３０年３月５日（月）

２ 閲覧場所 

 川崎市ホームページ 
 各区役所市政資料コーナー 
 かわさき情報プラザ（川崎市役所第3庁舎２階） 
 まちづくり局市街地整備部地域整備推進課（明治安田生命ビル8階） 

３ 意見の提出方法 

次のいずれかの方法により提出してください（電話による意見等の受付は行っておりませんので御了

承ください。）。 なお、様式は自由ですが、別添の意見書も御活用いただけます。 

（１）郵送又は持参 

  〒２１０－８５７７ 川崎市川崎区宮本町６番地 

  川崎市まちづくり局市街地整備部地域整備推進課（明治安田生命ビル８階） 

（２）FAX 

 ０４４－２００－３９６７ 

（３）電子メール 

 市ホームページのパブリックコメント専用ページから所定の方法により送信 

  （http://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/50-10-0-0-0-0-0-0-0-0.html） 

４ その他 

 お寄せいただいた御意見は、個人情報を除き、類似の内容を整理又は要約したうえで、御意見とそれに

対する本市の考え方を取りまとめてホームページ等で公表する予定です。 

         《問い合わせ先》 

川崎市まちづくり局市街地整備部地域整備推進課  

TEL ０４４－２００－３０１１ 

柿生駅は、昭和２年の小田急線開通時に開設された麻生区内で最も古い駅であり、区内では新百合

ヶ丘駅に次ぐ乗降客数の駅として、広域拠点を補完する身近な駅として位置づけられていますが、駅

周辺では、道路などの都市基盤整備が進まず、駅前にふさわしい良好な市街地が形成されてきません

でした。 

こうした中、小田急小田原線の複々線化事業により柿生駅から新宿駅間がピーク時間帯で約３０分

で結ばれ、都心へのアクセスがますます向上するとともに、隣接駅の新百合ヶ丘駅においては、横浜

市営地下鉄３号線の延伸（あざみ野～新百合ヶ丘駅）の検討が横浜市と連携して取組まれるなど、柿

生駅周辺を取り巻く環境の変化が見込まれています。 

そこで、今後想定される周辺環境の変化などを踏まえ、民間活力を活かしながら、駅を中心とした、

南口・北口の一体的かつ計画的なまちづくりを推進し、誰もが暮らしやすい魅力あるまちの実現を目

指すため、「柿生駅周辺地区まちづくりビジョン（案）」を策定しました。

本ビジョンをより良いものとするため、市民の皆様からの御意見を募集します。 

※ （１）、（２）についての意見書の書式は自由です。必ず「題名」、「氏名（法人又は団体の場合は、

名称及び代表者の氏名）」及び「連絡先（電話番号、ＦＡＸ番号、メールアドレス又は住所）」を

明記してください。 

※  電話や来庁による口頭での御意見はお受けできませんので御了承ください。 
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